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平成16年度大磯の風景写真コンクール
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●所得税と町・県民税の申告のご案内… ②

●介護保険財政について………………… ⑥

●嘱託員募集・アルバイト登録………… ⑧

●浄化槽を使用するにあたって………… ⑨

●情報コーナー…………………………… ⑪
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知
っ
て
お
き
た
い
税
情
報

年
金
と
税

　
一
定
の
金
額
を
超
え
る
公
的
年
金

や
そ
の
他
の
年
金
を
受
け
取
る
と
き

に
は
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
は
、
支
払
い
の
際
に
そ

の
年
に
か
か
る
所
得
税
を
一
定
の
割

合
で
差
し
引
く
も
の
で
す
。
こ
の「
源

泉
徴
収
税
額
」と
一
年
間
の
総
所
得

や
控
除
額
を
計
算
し
て
求
め
た「
年

税
額
」の
間
に
は
、
過
不
足
が
生
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン（
給
与
所
得
者
）の

場
合
、
こ
の
差
額
を「
年
末
調
整
」で

精
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
年

金
所
得
で
は
こ
の
よ
う
な
し
く
み
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で「
確
定
申
告
」で
精

算
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
が
年
税
額

よ
り
多
い
場
合
に
は
、
支
払
っ
た
所

得
税
が
戻
る（
還
付
）こ
と
に
な
り
ま

す
。

６５
歳
以
上
の
方
の
申
告

　
こ
れ
ま
で
、
65
歳
以
上
で
所
得
が

一
定
以
下
の
方
は
非
課
税
措
置
が
取

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り

そ
の
非
課
税
措
置
が
段
階
的
に
廃
止

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
は
、
老
年

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
平
成
17
年
分
の
所
得
よ
り
こ

の
控
除
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
関
連
す
る
税
法
改
正
に
よ

り
、
公
的
年
金
等
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
る
方
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
ま
で
町
県
民
税
の
申
告
で
済
ま

さ
れ
て
い
た
方
や
、
町
か
ら
町
県
民

税
の
申
告
書
が
送
ら
れ
た
方
で
も
、

確
定
申
告
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
町
の
申
告
会
場
で
は
、
町

県
民
税
申
告
書
と
簡
易
な
確
定
申
告

書（
申
告
書
Ａ
）を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
老
年
者
控
除
廃
止
に
伴
い
、

新
た
に
寡
婦（
夫
）控
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
と
各
種
控
除

　
介
護
保
険
料
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
な
ど
の
一
部
は
所
得
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、

「
身
体
障
害
者
手
帳
を
申
請
し
て
い

な
い
方
」、「
交
付
さ
れ
て
い
て
も
見

直
し
を
し
て
い
な
い
た
め
等
級
が
低

い
方
」は
、
障
害
者
控
除
に
係
る
認

定
証
を
も
っ
て
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
を
用

い
て
医
療
費
控
除
を
受
け
て
い
る
方

で
、
控
除
を
受
け
る
の
が
２
年
目
以

降
と
な
る
方
は
、
町
で
内
容
確
認
証

明
書
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
・
確
認
等
に
時

間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
介
護
保
険
担
当
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
に
は

証
明
書
が
必
要
で
す
！

　
今
回
の
申
告
よ
り
、
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
場
合
、
そ
の
保
険
料
を
支
払

い
証
明
書
を
添
付
ま
た
は
提
示
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保

険
料
）控
除
証
明
書
」は
、
前
年
11
月

上
旬（
10
月
以
降
に
初
め
て
納
付
が

あ
っ
た
場
合
は
翌
年
２
月
上
旬
）に

社
会
保
険
庁
か
ら
発
行
さ
れ
る
も
の

で
す
。
詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
控
除

証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル〈
☎
０
５
７

０（
00
）９
９
１
１
〉ま
た
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.sia.g

o.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
と
町
県
民
税
申
告

申
告
が
必
要
な
方

　
確
定
申
告
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ

る
方（
還
付
の
方
は
除
く
）が
対
象
と

な
り
ま
す
が
、
町
県
民
税
で
は
収
入

の
あ
っ
た
方
は
金
額
の
多
少
に
関
わ

ら
ず
、
原
則
と
し
て
申
告
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
、
町
県
民
税
申
告
ど
ち

ら
の
申
告
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
次

の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト（
表
１
・
表
２
）

を
参
考
に
判
定
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
全
て
の
方
が
当
て
は
ま
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
各
種
申
告
は
、
町
県
民
税
を
計
算

す
る
基
礎
資
料
と
な
る
ば
か
り
で
な

く
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
や
福

祉
年
金
・
児
童
手
当
等
の
給
付
資
料

に
も
な
り
ま
す
。
申
告
資
料
の
提
出

が
な
い
場
合
に
は
、
所
得
証
明
書
や

課
税（
非
課
税
）証
明
書
等
の
発
行
が

出
来
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
町
か
ら
町
県
民
税
の
申
告
書
が
送

ら
れ
て
い
な
い
方
で
も
、
該
当
す
る

方
は
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
告
は
お
早
め
に
!!

所
得
税
と
町
・
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

所
得
税
と
町
・
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

所
得
税
と
町
・
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

所
得
税
と
町
・
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

所
得
税
と
町
・
県
民
税
の
申
告
の
ご
案
内

申
告
期
間
は
２
月
16
日(

木)

〜
３
月
15
日(

水)

～ こんな方は申告が必要です!! ～

平成18年１月１日現在、大磯町に住んでいた。

町内に住む人の税法上の扶養家族になっている。

平成17年中に収入があった。

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

平成１８年１月１日現在、お住まいの
市区町村で申告してください。

申告は必要ありません。P3の表2に進んでください。 町県民税の申告が必要です。

　
今
年
も
所
得
税
と
町
県
民
税
の
申
告
の
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
申
告
期
間
終
了
間
際

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
告
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
申
告
会
場
が
今
年
か
ら
変
更
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

表１
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～ あなたはどの申告が必要？～

給与所得（注①）

表２

表３

平成17年中に勤務先を退職した。

給与以外に収入があった。

再就職して前職分を含め、
年末調整をした。　　　　

源泉徴収　　
されている。

勤務先で年末調整して、勤務先から町へ
給与支払報告書が提出されている。 
（勤務先の給与担当者に確認してください。） 

源泉徴収されていて、医療費控除・寄付金控除・
住宅借入金等特別控除・雑損控除等を受ける。

（所得金額の合計）－（各種控除の合計額）
で残額がある。

雑（年金）所得（給与と年金の方も含む） 不動産所得、事業所得など

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

はいいいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

申告は必要ありません。 確定申告が必要です。

町県民税の申告
が必要です。

（注①）次に当てはまる方は必ず確定申告をしなければなりません。
　●平成17年中の給与の収入金額が2,000万円を超える方
　●給与以外の収入が20万円を超える方
　●２ヵ所以上から給与の支払いを受けている方
　●不動産やゴルフ会員権などの資産を売った方

～ 申告会場の案内 ～

持 ち 物

税務署での申告

○必要なもの
　・申告書　　・印鑑（認印でも可）
　・源泉徴収票など平成17年中の所得の証明になるもの

○控除を受ける場合必要なもの
　・社会保険料を支払ったことの証明書
　・生命保険料や損害保険料を支払ったことの証明書
　・医療費の領収書と保険金等で補てんされる金額のメモなど
　（医療費の領収書は金額の合計を出しまとめてお持ちくださるよう
　　お願いします。） 
　・障害者手帳など障害者の証明になるもの 
　・確定申告で還付金が生じる場合、申告者名義の振込口座がわかるもの

○円滑な申告のために・・・・
　・前年の申告書の控え　・筆記用具　・計算機

時　　間

○申告書作成のアドバイス
　午前９時～午後５時
○申告書等の配布・収受
　午前８時30分～午後５時

設置期間

１月26日（木）～３月27日（月） 
※土・日・祝日は除く。ただし、
　２月19日（日）・26日（日）は開場します。 
※申告期間は２月16日（木）～３月15日（水） 

平塚駅ビル６階ラスカホール場　　所

すべての確定申告

町での申告

町県民税申告

簡易な確定申告（申告書Ａ）

※住宅借入金等特別控除・各種譲渡
　所得・繰越損失・青色申告等の方
　は税務署での申告をお願いします。

申告内容

国府支所　　　２月13日（月）・14日（火）

保健センター　２月16日（木）～21日（火）

役場４階第１会議室
　　　　　２月22日（水）～３月15日（水）

２月13日～21日（15日を除く）は、税理士
会による無料相談会を開催します。

※詳しくは『所得税と町県民税の申告の
　ご案内』を参照ください。

所
得
税
の
還
付

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税

で
納
め
た
税
金
が
申
告
す
る
こ
と
に

よ
り
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
平
成
17
年
中
に
中
途
退
職
し
た
後
、

再
就
職
し
な
か
っ
た
方
で
、
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
方

②
給
与
所
得
者
等
で
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅

借
入
金（
取
得
）等
特
別
控
除
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
方

③
平
成
17
年
分
の
所
得
が
少
な
い
方

で
総
合
課
税
の
配
当
所
得
や
原
稿

料
収
入
な
ど
が
あ
る
方

④
予
定
納
税
し
て
い
る
方
で
確
定
申

告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
方

申
告
の
受
付
・
相
談

確
定
申
告
の
会
場
が

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す
！

　
す
で
に
広
報
で
お
知
ら
せ
の
と
お

り
、
例
年
平
塚
税
務
署
内
に
設
置
さ

れ
て
い
た
確
定
申
告
の
会
場
が
変
更

に
な
り
ま
す
。（
別
表
３
参
照
）

　
期
間
中
、
平
塚
税
務
署
で
は
相
談
、

収
受
と
も
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

日
曜
日
に
も

　
　
申
告
が
で
き
ま
す
！

　
申
告
会
場
は
２
月
19
日（
日
）と
26

日（
日
）の
２
日
間
に
限
り
、
日
曜
日

も
開
場
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
役
場
で
は
土
・
日
・
祝
日

の
申
告
受
け
付
け
は
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　
申
告
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
確
定
申
告
書
は
平
塚
税
務
署

へ
、
町
県
民
税
申
告
書
は
役
場
の
税
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務
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
時
は
添
付
書
類
を
忘
れ
ず
に

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
の
控
え

が
必
要
な
方
は
、
控
え
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
用
紙
は
役
場
１
階
税

務
課
お
よ
び
国
府
支
所
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

☆
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
に
は
証

明
書
が
必
要
で
す
！

申
告
書
の
選
び
方

　
確
定
申
告
は
申
告
の
内
容
に
よ
り

２
種
類
の
様
式
か
ら
選
択
し
ま
す
。

申
告
内
容
を
確
認
し
、
別
表
４
を
参

考
に
申
告
書
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
自
書
作
成
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
！

　
税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制
度
の

趣
旨
か
ら
、
申
告
な
ど
の
提
出
書
類

を
ご
自
身
で
作
成
す
る「
自
書
作
成
」

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
収
入
の
状
況

を
最
も
よ
く
知
る
ご
自
身
で
申
告
を

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
事
前
に
手

引
き
に
基
づ
き
、
自
書
作
成
い
た
だ

く
と
比
較
的
短
時
間
で
申
告
を
済
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.n
ta.g
o.jp

）で
は
、
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力
す
る
こ

と
に
よ
り
、
確
定
申
告
書
が
作
成
で

き
る「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ

ー
」を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
作
成
し

た
申
告
書
を
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
で

印
刷
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
税
務
署
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
税
に
関
す
る
身
近
な
質
問

を
集
め
た「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー（
税

金
相
談
）」も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
確
定
申
告
に
つ
い
て

　
平
塚
税
務
署
　
個
人
課
税
部
門

　
〒
254
―
０
８
１
２

　
平
塚
市
松
風
町
２
―
30

　
☎（
22
）１
４
０
０

・
町
県
民
税
に
つ
い
て

　
税
務
課
　

☎
内
線
２
５
３
・
２
５
４

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
子
育
て
介
護
課
　

☎
内
線
３
１
４

～　申告書の選び方　～

使用する申告書 申　　告　　内　　容

Ａ様式

表４

申告する所得が給与所得・雑所得・配当
所得・一時所得だけで予定納税がない方

◇給与所得者で医療費控除・住宅借入金
　等特別控除を受ける方

◇年金収入がある方

◇配当金や満期保険金の受け取りなどの
　収入のある方

Ｂ
様
式

Ｂ様式
と
分離用

Ｂ様式
と
損失用

町・県民税
申　告　書

⑤雑損控除額を平成17年分の所得金額か
　ら控除すると赤字になる方

⑥繰越損失額を平成17年分の所得金額か
　ら控除すると赤字になる方

上記、所得税の申告書に該当せず、町・
県民税の申告が必要な方

Ａ様式に該当しない方

◇事業所得・不動産所得・譲渡所得等が
　ある方

①土地建物等の譲渡所得がある方

②申告分離課税の株式等の譲渡所得があ
　る方

③山林所得や退職所得がある方

④平成17年分の所得金額が赤字の方

　
１
月
８
日（
日
）に
行
っ
た
大
磯
町
消
防
出
初
式
に

お
い
て
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
方
、
初
期
消
火
等
で
消
防
活
動
に
協
力
さ
れ
た

方
に
対
し
、
感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

○
永
年
勤
続（
20
年
）

　
優
良
消
防
団
員
に
対
す
る
知
事
表
彰

　
団

本

部
　
副
団
長
　
　
柳
田
　
修
伸

　
第
５
分
団
　
副
分
団
長
　
後
藤
　
陽
一

　
第
11
分
団
　
部
長
　
　
　
飯
田
　
修
司

　
第
１
分
団
　
班
長
　
　
　
星
野
　
正
一

　
第
２
分
団
　
班
長
　
　
　
森
田
　
朗
夫

○
神
奈
川
県
消
防
協
会
湘
南
支
部
長
表
彰

　
第
９
分
団
　
分
団
長
　
　
二
宮
　
賢
一

　
第
10
分
団
　
分
団
長
　
　
守
屋
　
明
好

　
第
12
分
団
　
分
団
長
　
　
安
部
川
雅
之

　
第
３
分
団
　
副
分
団
長
　
柳
枝
　
　
進

　
第
９
分
団
　
副
分
団
長
　
古
正
　
隆
司

○
消
防
協
力
者
表
彰

　（
初
期
消
火
）　
　
　
　
　
水
石
　
宜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
倉
　
康
二

　（
人
命
救
助
）　
　
　
　
　
徳
永
　
則
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
進

◎
問
い
合
わ
せ

　
消
防
本
部
　

☎（
61
）０
９
１
１

消
防
団
員
・

　   

消
防
活
動
協
力
者
表
彰
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町
で
は
、「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ

く
り
」の
一
環
と
し
て
、
防
犯
灯
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
点
灯
し
て
い
な
い
防
犯
灯
や
、
破

損
し
た
り
、
鏡
の
向
き
が
曲
が
っ
て

い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
見
か
け
ま
し

た
ら
、
左
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
防
犯
灯（
主
に
蛍
光
灯
）、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
に
つ
い
て

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６

▼
道
路
照
明
灯（
主
に
水
銀
灯
）、
地

下
道
照
明
灯
に
つ
い
て

　
都
市
整
備
課
　
☎
内
線
２
３
５

▼
公
園
内
照
明
灯
に
つ
い
て

　
大
磯
運
動
公
園
　

　
☎（
61
）８
８
２
２

◎
問
い
合
わ
せ
　
地
域
協
働
課

　
☎
内
線
２
６
６

　
先
月
号
で
広
域
避
難
場
所
と
指
定

避
難
所
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
を
し

ま
し
た
。
で
は
避
難
に
は
ど
の
よ
う

な
種
類
が
あ
る
の
か
ご
存
知
で
す
か
。

避
難
勧
告

　
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
、
町
長
が
そ
の
地
域
の
住
民

に
対
し
て
、
避
難
を
勧
め
た
り
、
促

す
行
為
を
い
い
ま
す
。

避
難
指
示

　
避
難
勧
告
よ
り
も
拘
束
力
が
強
く
、

被
害
の
危
険
が
目
前
に
せ
ま
っ
て
い

る
場
合
に
発
せ
ら
れ
ま
す
。

自
主
避
難

　
避
難
勧
告
・
指
示
が
な
い
と
き
に
、

自
主
的
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る

こ
と
で
す
。

　
も
し
危
険
だ
と
判
断
し
た
と
き
は
、

町
か
ら
の
勧
告
が
な
く
て
も
早
め
に

自
主
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
防
災
対
策
担
当
　

☎
内
線
２
４
１

11

ど
の
よ
う
な

　
避
難
が
あ
る
の
？

防
犯
灯
の
球
切
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
の
手
こ
の
手
の
悪
質
商
法

あ
の
手
こ
の
手
の
悪
質
商
法

あ
の
手
こ
の
手
の
悪
質
商
法

あ
の
手
こ
の
手
の
悪
質
商
法

悪
質
な
訪
問
販
売

注意!!
○「
無
料
」「
格
安
」に
は
、
要
注
意
！

○
来
訪
者
の
身
分
や
目
的
が
わ
か
る

ま
で
、
ド
ア
は
開
け
な
い
。（
訪
問

販
売
で
は
、
最
初
に
販
売
目
的
で

あ
る
と
告
げ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。）

○
家
の
中
に
招
き
入
れ
な
い
。

○
契
約
を
急
が
せ
る
業
者
は
、Ｎ
Ｏ
！

○
す
ぐ
工
事
を
始
め
る
業
者
は
、
Ｎ

Ｏ
！

〔
引
用
　
神
奈
川
県
発
行
　
契
約
の

き
り
ふ
だ
！
〕

　
断
り
き
れ
ず
に
契
約
し
た
後
で
も
、

工
事
が
終
わ
っ
た
・
商
品
を
受
け
取

っ
た
後
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
消
費

生
活
相
談（
13
ペ
ー
ジ
）を
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　

☎
内
線
２
３
７

　
悪
質
業
者
は
、
ド
ア
を
開
け
さ
せ
、

家
に
上
が
り
こ
も
う
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
口
実
を
使
い
ま
す
。

主
な
口
実

　
耐
震
診
断
、
床
下
・
屋
根
点
検
、

浄
化
槽
点
検
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
排

水
管
清
掃
な
ど

手
口
①

　「
無
料
で
耐
震
診
断
し
ま
す
」な
ど

と
言
い
、
床
下
に
も
ぐ
り
込
み
、「
大

変
だ
、
こ
の
ま
ま
で
は
家
が
倒
れ

る
。」な
ど
と
不
安
を
あ
お
っ
て
、
必

要
の
な
い
耐
震
補
強
工
事
、
耐
震
金

具
や
床
下
換
気
扇
の
設
置
工
事
、
調

湿
剤
を
敷
き
詰
め
た
り
し
て
、
高
額

な
請
求
を
し
ま
す
。
一
旦
契
約
す
る

と
、次
々
と
別
工
事
や
関
連
商
品
の

購
入
を
迫
り
ま
す
。

手
口
②

　「
以
前
購
入
し
て
い
た
だ

い
た
羽
毛
布
団
の
点
検
に
来

ま
し
た
」な
ど
と
言
い
、
布

団
を
調
べ「
ダ
ニ
が
ひ
ど
い
、

新
し
く
し
た
方
が
い
い
」と
、

使
用
し
て
い
た
布
団
を
下
取

り
し
、
新
し
い
布
団
を
強
引

に
勧
め
、
高
額
な
代
金
を
請

求
し
ま
す
。
断
っ
て
も
何
度

も
し
つ
こ
く
や
っ
て
き
て
、

契
約
を
す
る
ま
で
、
何
時
間

で
も
居
座
っ
た
り
し
ま
す
。

主
な
商
品

　
羽
毛
布
団
、
浄
水
器
、
掃

除
機
、
換
気
扇
な
ど

手
口
は
ま
す
ま
す
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
！



介護給付費の推移

10

8

6

14

12

20
億円

18

16

　
町
民
の
3
人
に
1
人
が
高
齢
者
に

　
現
在
、
町
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
は
７

１
５
２
人
、
総
人
口
に

占
め
る
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
、
21

98
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
に
は
、
９

７
５
７
人
、
高
齢
化

率
29
　

93
％
と
な
り
、
町
民
の
約
３

人
に
１
人
が
高
齢
者
に
な
る
と
予
測

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
等
認
定

者
数
は
、
今
後
も
比
較
的
軽
度
の
要

支
援
、
要
介
護
１
を
中
心
に
増
加
し

て
い
く
と
予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
寝
た

き
り
や
認
知
症
の
高
齢
者
の
増
加
に

よ
り
、
平
成
26
年
に
は
、
約
１

８

０
０
人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

5
年
間
で
給
付
費
が
2
倍
に

　
平
成
12
年
に
は
約
８
億
７
千
万
円

だ
っ
た
介
護
給
付
費
も
、
認
定
者
数

の
増
加
や
利
用
サ
ー
ビ
ス
量
の
増
加

に
よ
り
、
５
年
間
で
約
２
倍
近
く
に

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
介
護

給
付
費
は
増
加
し
て
い
く
と
予
想
さ

れ
、
こ
の
ま
ま
の
保
険
料
で
は
ま
か

な
い
き
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
料
の
算
定

　
今
後
３
年
間
の
介
護
保
険
運
営
の

た
め
に
必
要
な
総
費
用
は
約
54
億
１

千
万
円
（
給
付
費
52
億
９
千
万
円
＋

地
域
支
援
事
業
１
億
２
千
万
円
）
と

見
込
ま
れ
、
そ
の
19
％
で
あ
る
10
億

３
千
万
円
が
１
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
の
方
）
の
保
険
料
で
ま
か
な
う

べ
き
額
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
調

整
交
付
金
、
基
金
取
り
崩
し
額
、
保

険
料
段
階
等
を
考
慮
す
る
と
、
※

保

険
料
基
準
額
は
年
額
４
６

８
０
０

円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課
　

　
☎
内
線
３
１
４
〜
３
１
６

認定者数推移 ■要介護2～5
■要支援・要介護1

３年間の介護保険運営に必要な総費用

介護サービス

に係る経費

地域支援事業

に係る経費

65歳以上の負担分

（19％）　　　　
×＋

＝ 基準額

３年間の65歳以上の方の延べ人数

0

500

1000

1500

2000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

0
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

人

介介介
護護護
保保保
険険険
財財財
政政政
ににに
つつつ
いいい
ててて

　
平
成
12
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
社
会
に
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
前
回
の
見
直
し
か
ら
３
年
が
経
過
し
、
こ
の
間
に
も
高
齢
者
数
及
び
認
定

者
数
・
介
護
給
付
費
も
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
不
足
分
は
基
金
等
を
取
り
崩
し
て
補
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
地
域
支
援
事
業
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
し
、
利
用
者
の
さ
ま
ざ
な
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全
な
財
政
基
礎
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
後
３
年
間
の
高
齢
者
数
や
認
定
者
数
、
介
護
給
付
費
を
推
計
し
、
適
正
な
介
護
保
険

料
を
試
算
し
ま
し
た
。

※実際の保険料は、個々の所得状況に応じ、
　基準額に一定の割合を掛けた額となります。

6

，
，

，

，

．

．
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こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

「
介
護
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
」
そ
の
１

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
、
も
の
す

ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
み

ま
す
。
介
護
の
問
題
は
、
他
人
事

で
は
な
く
一
人
一
人
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

介
護
予
防
と
は
？

　
文
字
ど
お
り
、
介
護
が
必
要
な

状
態（
要
介
護
状
態
）に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
が
、
厳
密

に
は
①
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

る
の
を
少
し
で
も
後
回
し
に
す
る

こ
と
②
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
後

も
、
そ
れ
以
上
進
ま
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
だ
と
言
え
ま
す
。

　
健
康
で
、
体
力
を
維
持
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
年
を
と
っ
た
か

ら
と
い
う
だ
け
で
、
活
動
の
範
囲

を
狭
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

い
き
い
き
と
暮
ら
し
、
積
極
的
に

社
会
参
加
す
る
こ
と
が
予
防
の
秘

訣
で
す
。

　
目
標
と
す
る
モ
デ
ル
は『
健
康

で
活
動
的
な
85
歳
』で
す
。

介
護
予
防
を
実
現
す
る
た
め
に

①
生
活
習
慣
病
予
防

　
要
介
護
状
態
に
は
、
あ
る
日
突

然
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
齢
に
加
え
、
介
護
の
き
っ
か
け

と
な
る
疾
患
を
伴
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
い
わ
れ
る「
高
脂
血
症
」、「
高
血

圧
」、「
肥
満
」、「
糖
尿
病
」な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
こ
と
で
10
年
、
20
年
後
に

重
症
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患

が
生
活
機
能
の
低
下
を
招
き
、
要

介
護
状
態
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま

う
の
で
す
。

　
40
代
、
50
代
は
日
々
忙
し
く
過

ご
し
て
い
る
う
ち
に
、
生
活
の
中

の
運
動
や
食
事
の
管
理
が
後
回
し

に
な
り
が
ち
で
す
。
こ
の
時
期
に
、

自
分
自
身
に
手
間
隙
を
か
け
る
こ

と
が
、
将
来
的
に
は
大
き
な
成
果

と
な
る
の
で
す
。

②
介
護
の
き
っ
か
け
と
な
る

　
出
来
事

　
高
齢
に
な
っ
て
入
院
し
た
場
合
、

た
と
え
短
期
間
で
あ
っ
て
も
、
退

院
後
は
体
力
、
気
力
の
衰
え
等
か

ら
、
入
院
前
の
生
活
に
復
帰
す
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
が
多
い
も
の

で
す
。
ま
た
転
居
、
配
偶
者
や
身

近
な
人
の
死
な
ど
に
よ
り
、
本
人

を
取
り
巻
く
生
活
環
境
の
変
化
が
、

生
活
機
能
を
低
下
さ
せ
、
要
介
護

状
態
に
近
づ
く
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。

※
一
週
間
の
う
ち
に
外
出
が
一
度

も
な
い
、
ま
た
は
、
通
院
以
外

の
外
出
が
な
い
方
は
要
注
意
で

す
。

　
普
段
か
ら
、
生
活
を
い
き
い
き

と
活
発
に
す
る
た
め
に
、
身
近
な

生
活
の
な
か
で
、
自
分
に
あ
っ
た

楽
し
み
や
、
役
割
を
見
つ
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
高
齢
社
会
で
は
、

高
齢
者
は
支
え
ら
れ
る
人
か
ら
支

え
る
人
へ
意
識
を
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
自
己
決
定

　
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
し
て

も
、さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
仕
組
み

を
利
用
し
て
、
住
み
慣
れ
た
な
じ

み
の
場
所
で
、
出
来
る
限
り
自
立

し
た
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す

ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
の
介
護

保
険
と
介
護
予
防
の
取
り
組
み
や
、

地
域
の
支
え
あ
い
の
仕
組
み
に
つ

い
て
よ
く
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身

の
生
活
に
つ
い
て
、
支
援
セ
ン
タ

ー
等
の
相
談
機
関
を
利
用
し
な
が

ら
、
自
分
で
決
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
吉
田
　

☎
内
線
３
０
９

　
図
書
館
の
２
階
に
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。
題
し
て

「
ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。

　
皆
さ
ん
の
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
し
て
、
好
評
で
す
。

　
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
作
品
ま
た
は
収

集
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
場
所
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー

○
利
用
日
・
期
間
　
図
書
館
開
館
日
申

込
状
況
を
考
慮
の
う
え
、
最
長
で
１

ヵ
月
間
。

○
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

50
分
。
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は

午
後
４
時
50
分
ま
で
。

○
受
付
開
始
　
４
月
に
利
用
す
る
場
合

は
２
月
１
日（
水
）か
ら
、
５
月
以
降

に
利
用
す
る
場
合
は
３
月
１
日（
水
）

か
ら
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
か

ら
、
図
書
館
本
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

に
て
先
着
順
に
受
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
申
込
は
利
用
開
始
日
20
日

前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
そ
の
他
　
展
示
内
容
は
、
営
利
を
目

的
と
し
な
い
も
の
で
、
公
序
良
俗
に

反
す
る
も
の
な
ど
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
自
主
運
営
に
よ
る
企
画

展
示
で
す
の
で
、
図
書
館
で
は
受
付

や
会
場
監
視
員
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、
詳
細
は
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
図
書
館
　

☎（
61
）３
０
０
２

２
月
の
ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
大
磯
春
彩
会

○
と
き
　
２
月
15
日（
水
）〜
28
日（
火
）

午
前
ま
で
。
平
日
は
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
６
時
50
分
、
土･
日
は
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
50
分

○
場
所
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー

○
内
容
　
水
彩
画
の
展
示

◎
問
い
合
わ
せ

　
鳥
丸
　

☎（
61
）４
８
７
８

展覧会を開きませんか？
　～「まちのギャラリー」
　　　来年度受付開始～
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嘱託員の募集嘱託員の募集

アルバイトアルバイト(臨時職員臨時職員)の登録の登録

嘱託員の募集嘱託員の募集

アルバイトアルバイト(臨時職員臨時職員)の登録の登録

嘱託員の募集

アルバイト(臨時職員)の登録
　臨時職員として働いていただける方の登録を随時行っています。

　職　　種　○一般事務：受付業務、本庁舎、保健センター、各施設の事務補助

　　　　　　○保育士、幼稚園教諭、医療事務(レセプト点検）、保健師：要資格

　　　　　　○その他国や県の事業で、町が募集を行うもの：統計事務補助等

　登録期間　受付日の属する年度内です。

　提出書類　町指定の登録書に必要事項を記入、顔写真（カラー・縦4cm×横3.5cm）を貼付

　採用について　臨時職員採用の必要が生じた場合、登録者の中から採用を行っています。受付順の採用ではありません。 

　　　　　　　　※なお、登録後は採用者以外には連絡いたしませんので、あらかじめご了承ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　総務課総務班　☎内線２１０・２１１

◆受付期間　　2月1日(水)～10日(金)

◆採用予定　　4月1日(土)

◆提出書類　　①受験申込書（消防通信士の場合は資格

　　　　　　　　証明の写を添付）

　　　　　　　②写真1枚(申込前3ヵ月以内に、帽子を

　　　　　　　　かぶらないで上半身を撮影したもの)

◆試験内容　　1次試験：一般教養試験、作文

　　　　　　　2次試験：面接試験

◆試験日程　　1次試験：2月25日(土)

　　　　　　　2次試験：3月上旬(1次試験合格者に通知)

◆結果発表　　3月中旬

◆試験会場　　1次試験は大磯町役場

◆応募方法　　「受験申込書」に必要事項を記入し、直接

　　　　　　　総務課に提出

※受験申込書は、町のホームページからもダウンロード

　できます。

募集区分 勤務条件 勤務地 任用期間 採用予定数 賃金月額（予定）応募資格

事務補助
（一般業務）

事務補助
（消防通信士）

本庁舎ほか

消防署

昭和42年4月2日以降に生
まれた方で、高等学校以上
を卒業された方

昭和17年4月2日以降に生
まれた方で、第3級陸上特
殊無線技士以上を有する方

週5日、
週35時間勤務

（原則）
月曜日～金曜日
午前8：30～
午後4：15

6ヵ月 144,100円

※ただし、勤務
　成績が良好な
　場合更新1回、
　最長1年）

若干名

149,600円1名

◎
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　

☎
内
線
３
２
３

　
１
月
15
日（
日
）、
大
磯
一
周
駅
伝

大
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
25
チ
ー

ム
中
、
総
合
優
勝
は
大
磯
高
校
陸
上

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
本
大
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
警

察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
大
会
役
員

な
ど
の
関
係
各
位
、
地
域
の
皆
様
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

第
52
回
大
磯
一
周
駅
伝
大
会
結
果

地
区
優
勝
は
、
北
下
町
チ
ー
ム

総
合
優
勝
は

　
大
磯
高
校
陸
上
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
!!

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

大磯高校陸上クラブ
生沢鷹取ＲＣ
北下町
中丸
大磯町消防署
生沢
台町
日本曹達
大磯中学校陸上競技部
大磯中野球クラブ
馬場
国府新宿
東海大学大磯病院Ｂ
大磯高校ラグビー部
大磯町役場
国府中野球部
大磯町体協剣道部
東海大学大磯病院Ａ
大磯中学校サッカークラブＢ
大磯中学校サッカークラブＡ
磯小走ろう会
さくらぐみＢ
さくらぐみＡ
中南信用金庫
寺坂

総合
順位 タイムチーム名（網掛けは団体）

1:22:42
1:23:35
1:24:48
1:25:03
1:26:31
1:28:54
1:30:53
1:31:10
1:31:34
1:32:10
1:32:33
1:32:48
1:33:25
1:34:06
1:35:26
1:35:52
1:37:19
1:37:36
1:40:42
1:41:53
1:42:13
1:42:49
1:46:10
1:46:15
1:49:02

▼
区
間
賞（
敬
称
略
）　
※
◎
は
区
間
新
記
録

　
第
１
区
　
大
井
　
翔
太
郎
　
◎
11
分
24
秒
（
馬
場
チ
ー
ム
）

　
第
２
区
　
二
宮
　
義
彦
　
　
　
11
分
８
秒
（
生
沢
鷹
取
Ｒ
Ｃ
チ
ー
ム
）

　
第
３
区
　
高
津
　
幹
夫
　
　
　
13
分
35
秒
（
生
沢
鷹
取
Ｒ
Ｃ
チ
ー
ム
）

　
第
４
区
　
二
宮
　
賢
一
　
　
　
８
分
６
秒
（
大
磯
高
校
陸
上
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）

　
第
５
区
　
渡
邉
　
大
地
　
　
　
12
分
31
秒
（
中
丸
チ
ー
ム
）

　
第
６
区
　
山
下
　
諒
典
　
　
◎
10
分
５
秒
（
大
磯
高
校
陸
上
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）

　
第
７
区
　
柳
光
　
宏
之
　
　
　
12
分
44
秒
（
大
磯
町
消
防
署
チ
ー
ム
）

▲優勝した大磯高校陸上クラブ
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浄
化
槽
は
、
し
尿
の
み
を
処
理
す

る「
み
な
し
浄
化
槽（
単
独
処
理
）」と
、

し
尿
及
び
生
活
雑
排
水（
台
所
や
洗

濯
排
水
な
ど
）を
処
理
す
る「
合
併
処

理
浄
化
槽
」が
あ
り
、「
し
尿
」又
は

「
し
尿
及
び
生
活
雑
排
水
」を
固
形
物

と
水
分
と
に
分
離
し
て
、
水
分
を
微

生
物
の
働
き
に
よ
り
浄
化
し
、
き
れ

い
な
水
に
し
て
放
流
す
る
施
設
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
適
正
な
管

理
を
行
わ
な
い
と
、
悪
臭
や
水
質
汚

濁
の
原
因
と
な
り
、
近
隣
の
方
た
ち

に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　
浄
化
槽
の
し
く
み
を
十
分
に
理
解

し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
浄
化
槽
に
は
、
浄
化
槽
法
に
よ
り

「
法
定
検
査
」、「
保
守
点
検
」、「
清
掃
」

を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

法
定
検
査

　
浄
化
槽
法
で
は
、
次
の
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
浄
化
槽
の
新
設
又
は
浄
化
槽
の
構

造
や
規
模
を
変
更
し
た
場
合（
法

七
条
検
査
）

　
浄
化
槽
の
使
用
開
始
後
６
ヵ
月
を

経
過
し
た
日
か
ら
２
ヵ
月
の
間
に

受
け
る
検
査
。

○
定
期
検
査（
法
十
一
条
検
査
）

　
毎
年
１
回
、
定
期
的
に
受
け
る
検

査
。

《
検
査
の
申
し
込
み
先
》

（
社
）神
奈
川
県
保
健
協
会
西
湘
支
所

　
☎（
73
）０
５
１
１

保
守
点
検

　
浄
化
槽
が
持
つ
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
さ
せ
る
た
め
、
浄
化
槽
内
部
の

状
況
や
モ
ー
タ
ー
等
付
属
装
置
類
の

作
動
状
況
な
ど
の
点
検
、
放
流
水
の

簡
易
な
水
質
検
査
や
消
毒
剤
の
補
充
、

害
虫
の
駆
除
な
ど
を
行
い
、
浄
化
槽

の
異
常
や
故
障
が
起
き
な
い
よ
う
日

常
の
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

《
保
守
点
検
の
委
託
》

　
保
守
点
検
を
委
託
す
る
場
合
は
、

県
知
事
の
登
録
を
受
け
た「
浄
化
槽

保
守
点
検
業
者
」と
契
約
を
結
び
、

定
期
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
業
者
が
県
知
事
の
登
録
を
受
け

て
い
る
か
の
確
認
を
す
る
場
合
は
、

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
環
境
衛
生
課

〔
☎（
32
）０
１
３
０
〕に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

清
掃

　
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
と
、
浄

化
槽
内
に
汚
泥
や
沈
殿
物
な
ど
が
た

ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
取
り
除
か
ず

に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用
し
続
け

る
と
、
浄
化
槽
自
体
の
機
能
が
低
下

し
、
悪
臭
や
装
置
の
故
障
な
ど
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
　

　
こ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
汚
泥
な
ど

の
除
去
や
装
置
な
ど
の
洗
浄
を
目
的

と
し
た
清
掃
が
必
要
で
す
。

《
浄
化
槽
清
掃
業
者
》

・（
株
）大
磯
衛
生
社

　
☎（
72
）２
９
８
０

・
湘
南
興
業（
有
）

　
☎（
61
）１
１
７
６

　
住
所
地
に
よ
っ
て
清
掃
業
者
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。
担
当
す
る
清
掃
業

者
が
不
明
な
場
合
は
、環
境
美
化
セ

ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

▼
種
類

①
国
際
青
年
育
成
交
流
事
業

　
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
南
米

地
域
等
の
国
の
う
ち
１
国

　
８
月
〜
９
月

②
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流
事
業
、

　
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
事
業

　
中
国
…
８
月
〜
９
月

　
韓
国
…
９
月

③
世
界
青
年
の
船

　
平
成
19
年
１
月
〜
３
月

④
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

　
10
月
〜
12
月
　

▼
資
格

　
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
18
歳
以
上
30

歳
以
下（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）

の
方
　
①
③
④
の
コ
ー
ス
は
交
流
活
動
を

円
滑
に
行
え
る
英
語
力
を
有
し
て
い

る
方
。
　
　

▼
応
募
受
付
期
間

　
３
月
１
日（
水
）〜
23
日（
木
）

※
閉
庁
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
中
間
選
考
日
程
・
場
所

　
４
月
９
日（
日
）

　
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
先
　

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

◎
問
い
合
わ
せ

・
内
閣
府
政
策
統
括
官
付
国
際
交
流

　
第
一
担
当

　h
ttp
://w
w
w
8.cao.g

o.jp
/

y
ou
th
/k
ory
u
1.h
tm

　
☎（
03
）３
５
８
１
―
１
１
８
１

・
神
奈
川
県
青
少
年
課

　
☎
045
―
210
―
３
８
４
４

・
生
涯
学
習
課
　

☎
内
線
３
２
３

　
日
本
と
世
界
各
国
の
青
年
と
の
交

流
を
通
し
て
、
相
互
理
解
と
友
好
を

深
め
、
広
い
国
際
的
視
野
と
強
調
国

際
協
調
の
精
神
を
身
に
付
け
た
次
代

を
担
う
ふ
さ
わ
し
い
青
年
を
育
成
す

る
た
め
、
内
閣
府
が
実
施
す
る
国
際

交
流
事
業
へ
の
参
加
青
年
を
募
集
し

ま
す
。 青

年
国
際
交
流
事
業

青
年
国
際
交
流
事
業

　
参
加
青
年
募
集

　
参
加
青
年
募
集

青
年
国
際
交
流
事
業

青
年
国
際
交
流
事
業

　
参
加
青
年
募
集

　
参
加
青
年
募
集

青
年
国
際
交
流
事
業

　
参
加
青
年
募
集

浄 
化 

槽 
浄 
化 

槽 

を
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
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磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

子
ど
も
サ
ン
デ
ー
教
室
⑦

「
お
い
し
い
料
理
を
作
ろ
う
」

（
12
月
11
日
）

　
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
元
総
料
理
長
が

保
健
セ
ン
タ
ー
に
来
て
く
れ
、
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
の
作
り
方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
僕
は
作
り
方
の
順
番
を
間
違
え
て
し
ま
い

総
料
理
長
に
お
こ
ら
れ
た
り
、
ス
ク
ラ
ン
ブ

ル
エ
ッ
グ
が
家
の
味
と
か
な
り
違
っ
た
り
し

た
け
ど
、
と
て
も
お
い
し
く
作
れ
ま
し
た
。

今
度
は
も
っ
と
見
た
目
も
き
れ
い
に
作
り
た

い
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
健
太
）

　
パ
ソ
コ
ン
講
習
③

小
学
生
対
象
講
座
「
名
刺
を
作
ろ
う
」

（
12
月
17
日
）

　
色
々
な
写
真
を
入
れ
た
り
工
夫
し
て
名
刺

を
作
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
名
刺
は
、

一
緒
に
参
加
し
て
い
た
こ
ど
も
記
者
た
ち
と

交
換
し
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
度

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
は
が
き
や
シ
ー
ル
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
齋
藤
亜
里
沙
）

　
私
は
ロ
ー
マ
字
が
苦
手
だ
っ
た
け
ど
、
や

さ
し
い
先
生
が
教
え
て
く
れ
て
、
慣
れ
て
く

る
と
す
ら
す
ら
で
き
て
、
ア
イ
デ
ア
も
色
々

浮
か
ん
で
、
楽
し
く
作
れ
ま
し
た
。ま
た
参

加
し
た
い
で
す
。
　
　
　
（
蒲
原
な
な
子
）

し
め
縄
で
創
作 

正
月
飾
り
づ
く
り

（
12
月
18
日
）

　
２
束
の
稲
わ
ら
を
交
差
し
て
、
最
後
に
は

じ
と
は
じ
を
ハ
リ
ガ
ネ
で
留
め
て
か
ら
、「
ゴ

ヨ
ウ
マ
ツ
」や「
水
引
」な
ど
で
飾
り
付
け
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
だ
け
で
参
加
し
て
い
た
の
は
僕
だ

け
だ
っ
た
の
で
、
指
導
員
さ
ん
に
手
伝
っ
て

も
ら
い
な
が
ら
、
形
の
い
い
リ
ー
ス
が
で
き

ま
し
た
。

　
完
成
後
、
み
ん
な
で「
わ
」に
な
っ
て
、
自

分
の
作
品
の
よ
い
所
や
難
し
か
っ
た
点
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
小
田
原
や
横
浜
か
ら
来
て
い
る
人

や
大
人
の
人
が
多
か
っ
た
み
た
い
で
す
が
、

子
ど
も
で
も
思
っ
た
以
上
に
簡
単
に
楽
し
く

で
き
る
の
で
、
是
非
今
年
の
が
あ
っ
た
ら
参

加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
!!
　
（
齋
藤
啓
太
）

　
し
め
縄
の
飾
り
は
、
係
り
の
人
が
用
意
し

て
く
れ
た
自
然
の
木
の
実
や
葉
な
ど
で
、
自

分
の
好
み
に
合
わ
せ
て
飾
り
付
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
水
引
」は
〝
右
が
金
、
左
が
銀
〞

と
い
う
き
ま
り
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ち
ょ
っ

と
変
わ
っ
た
飾
り
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
で
梅

の
花
を
作
る
も
の
で
し
た
。

　
お
正
月
に
は
、
自
分
で
作
っ
た
作
品
を
玄

関
に
飾
り
、
と
っ
て
も
き
れ
い
で
し
た
。ま

た
作
っ
て
み
た
い
で
す
。
（
内
海
七
夕
美
）

◎
問
い
合
わ
せ
　
企
画
室
　

☎
内
線
２
０
７

▲バターの塗り方を学ぶこども記者
(左から齋藤、山口、内海)

▲マンツーマンで指導いただきました!!
（左から蒲原、山口、内海、齋藤）

▲どう？きれいにできたでしょっ？
（左から内海、齋藤）

　障害を持つ人が暮らしやすい社会、それは誰もが暮らし
やすい社会と言えるのではないでしょうか。そんな社会に
するには、どうしたらいいのでしょう？
　身体障害、知的障害、精神障害をお持ちの方々から、地
域での暮らし方について講演していただきます。

　とき　２月10日（金）　午後２時～４時
　ところ　平塚ＭＮビル　11階第２会議室
※申し込み不要・入場料無料　
※駐車スペースはありませんので、お車での来場は
ご遠慮ください。

◎問い合わせ　障害福祉センター　☎（73）4530

大磯町・二宮町・平塚市・平塚保健福祉事務所共催

障害をもって暮らすってどんなこと？

地域福祉講演会「地域で暮らす障害者の声」
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　未就園児と保護者を対象に保健セ

ンターの和室を開放し、希望者には

計測や育児相談を行います。

　とき　　2　月　7　日(火)、14日(火)、

※24日(金)、　3　月　2　日(木)、13日

(月)、※24日(金)

　いずれも　9　：30～12：00

　※の日にはお話会を同時開催

　ところ　保健センター
問　子育て介護課　☎内線308

　いつの世でも酒は人々の喜びや悲

しみと共にありました。酒器の持つ

意味、機能性、意匠のすばらしさな

どを紹介します。江戸民具街道（博

物館）との共催展として、同館の貴

重なコレクションを中心に展示しま

す。

　とき　　2　月　5　日(日)～　5　月　7　日(日)

　ところ　郷土資料館
問　郷土資料館　☎(61)4700

子育てひろば「子育てぱんだ」

　心の悩みや病気でお困りの方や家

族を対象に、精神科医が相談をお受

けします。(予約制)

　とき　　2　月　1　日(水)、　8　日(水)、

27日(月)　13：30～15：45

　ところ　平塚保健福祉事務所
問・申　平塚保健福祉事務所

　☎(32)0130

こころの健康相談

企画展「酒―宴の道具―」

食品衛生責任者講習会

　不登校児童・生徒及び保護者を対

象に、相談会を行います。

　とき　　2　月11日(土)　13：00～

　ところ　かながわ県民センター
　　5　階

　主催　神奈川県教育委員会
問　県教育局子ども教育支援課

　遠藤、白井　☎045(210)8291

情報コーナー情報コーナー情報コーナー情報コーナー情報コーナー

問

　大磯の古墳群を訪れ、湘南平をハ

イキングしませんか。

　とき　　2　月11日(土)

　　9　：30～12：00

　集合　　9　：30　大磯駅前

　コース　大磯駅～東小磯～白岩神
社～赤坂台～湘南平～楊谷寺古墳

～紅葉山～大磯駅　約　5　km

　参加費　500円
　その他 降水確率30％以上は中止
問　大磯ガイドボランティア協会

　荒金宅　☎(61)3057
　大磯駅前観光案内所

　☎(61)3300

問

問

　平成17年　4　月以降、食品衛生責

任者講習会を受講していない方を対

象に、講習会を行います。(飲食店

営業者にはハガキで通知)

　とき　　2　月22日(水)

　14：00～16：00

　(受付は13：30～)

　ところ　福祉センターさざれ石
問　平塚保健福祉事務所

　☎(32)0130
問

高齢者ちいきの集い研修交流会

　身近な地域で高齢者の集いの会を

運営している方を対象に、健康体操

の研修と情報交換の会を開催します。

　とき　　2　月23日(木)

　13：30～15：30

　ところ　町福祉センターさざれ石
申　子育て介護課　☎内線308問

ひきこもり家族教室

　ひきこもりで悩んでいる家族の

ための教室です。

　とき　　2　月17日(金)

　14：00～16：00　

　ところ　平塚保健福祉事務所
問・申　平塚保健福祉事務所

　☎(32)0130

問 申

問

　「Ｂｏｄｙ（体）」、「Ｂｏｎｅ（骨）」、

「Ｂｅａｕｔｙ（きれい）」、体を動か

して心とからだのリフレッシュ！

　とき　　2　月21日(火)

　10：00～11：30

　ところ　保健センター
　内容　体操 (骨太体操・リズム体
操・ストレッチング)

　対象　20～50歳代の方（お子さ
んも一緒に参加できます）

※申し込み不要・直接会場へ

問　子育て介護課　☎内線308

Ｂウェーブ

問

　　問い合わせ

　　申し込み

問

申

不登校児童・生徒相談会

大磯の古墳と湘南平ハイキング

問 申

うたげ
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　仕事を探している方を対象に、就

職面接会を開催します。

　とき　　2　月10日(金)

　13：30～16：00

　ところ　グランドホテル湘南(藤
沢市朝日町11)

問　平塚公共職業安定所　

　☎(24)8609
問

湘南就職面接会

2月

日（曜日） 時　　間 場　　　所

 6 日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

10日（金） 13：30～15：00

ふれあい会館14日（火） 14：00～15：30

国府支所

20日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

28日（火） 14：00～15：30 福祉センターさざれ石

3月

 6 日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

 7 日（火） 14：00～15：30 福祉センターさざれ石

13日（月） 13：30～15：00 国府支所

20日（月） 13：30～15：00 国府新宿福祉館

28日（火） 14：00～15：30 ふれあい会館

　骨太体操ボランティアと一緒に体が喜ぶお話と音楽に乗せた

楽しい体操で、昨日より元気なあなたになりませんか。

（参加費無料・申込不要。直接会場へ）

◎問い合わせ　子育て介護課　☎内線309　　

まず、あなたの主治医の都合を聞いた
上でご利用ください。
　診療時間厳守　・午前９時～１２時
　　　　　　　　・午後２時～５時

休日当番医は、都合により変更となる

場合がありますので、事前に消防署へ

ご確認ください。

◎問い合わせ

　大磯町消防署　☎（６１）０９１１

　二宮町消防署　☎（７２）００１５

2月の日程表 休日急患診療　在宅当番医
日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話

グリーン内科クリニック 60－3131大磯町大磯951内・循12 日

横山医院 72－2580二宮町二宮1048－2小・循・内11 土

浅野クリニック 72－0720二宮町百合が丘3－5－2小5 日

住田医院 71－0179

61－0829

二宮町二宮122－8

大磯町大磯1562

内・小19 日

脇医院 内・消・小・外26 日

火事と救急
12月の出動状況

消防車…　30件（火災出動2、救助出動2、警戒出動0、その他出動26）
救急車…147件（急病85、交通事故22、一般負傷21、その他19）

認知症相談

　認知症の治療や対応の仕方につい

て相談をお受けします。(予約制)

　とき　　2　月22日(水)

　13：30～16：00

　ところ　平塚保健福祉事務所
問・申　平塚保健福祉事務所

　☎(32)0130
問 申

　とき　　3　月12日(日)

　　9　：40開会

　ところ　大磯運動公園
　種目　　2　㎞の部・　3　㎞の部・　5　㎞の

部

　参加資格　町内在住・在勤・在学
で健康な方

　受付　当日　9　：00～　9　：30

　(運動公園多目的グラウンド）

　事前申込不要

　参加賞　完走者にバッジを授与
問　町体育協会陸上部

　仲川宅　☎(61)5222

第26回
町民ランニング大会

問

　12月に町内各地でスポーツ大会

が繰り広げられました。結果は次

のとおりです。(敬称略)

第7回 町民フットサル大会
　優　勝　ラブスポルト
　準優勝　軍鶏tpt
　第３位　男宿

第44回 町民ロードレース大会
【中学生男子(3㎞)】
　１年の部　優勝　戸塚　悠太
　２年の部　優勝　小島　義之
　３年の部　優勝　竹内　優馬
【中学生女子(3㎞)】
　１年の部　優勝　松井　友美
　２年の部　優勝　岡本 由香利
【一般女子の部(3㎞)】
　優勝　林　明子
【一般男子の部(6㎞)】
　１５～２９歳の部　優勝　吉村 元気
　３０歳代の部　　優勝　岩田 和義
　４０歳代の部　　優勝　坂井 幸三
　５０歳以上の部　優勝　斉田 登

問　生涯学習課　☎内線324

スポーツ大会の結果

問
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・消防車の出動情報、休日当番
医情報は、こちらで確認をして

ください。通常は、防災情報（内

容は毎月変わります。）が聞け

ます。

問　消防署　☎(61)0911

教育委員会定例会

　2月22日(水)　9時30分～

　図書館　大会議室

問　学校教育課　☎内線322
農業委員会総会

　2月20日(月)　13時30分～

　国府支所2階　会議室

問　農業委員会　☎内線358 問

消防情報ダイヤル
　　　　　☎(61)5151

○ ゆずります

 チャイルドシート

○ ゆずってください

 ぶら下り機、石油ストーブ、

 子ども用スキーウエア

　不用品の登録や斡旋の受付
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます）
○不用品登録状況はホームペー
　ジでもご覧いただけます。
○交渉は当事者同士でお願いします。
○連絡をいただいてもすでに　
取引が成立している場合もあ　
りますのでご了承ください。
問　地域協働課　☎内線237

ゆずります!ゆずってください!

不用品登録情報

会議開催のお知らせ

相　談　名 相 談 内 容 等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

行 政 相 談
年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対応など国の行政に対する苦
情・意見・要望等

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活の中の法律的な問題

消費生活相談
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談

電話教育相談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

１６日（木）
１３時～１６時

９日（木）１６日（木）
１３時～１６時

２１日（火）
１３時～１５時３０分

毎週月曜日～金曜日
９時～正午
１３時～１６時３０分

福祉センター
「さざれ石」

※法律相談の予約は毎
月１日からです。（１日が
土・日・祝日の場合は、
翌日または翌々日）

福祉センター
「さざれ石」

社会福祉協議会
☎（６１）９３９０

大磯町適応指導教室（町立小磯幼稚園内）
　☎（６１）８７９５

地域協働課
☎内線２３７

相談の案内［２月］

気象情報
12月

最高気温　15.4度　　最低気温　－0.8度　　平均気温　6.3度
総雨量　1.5mm

問

問

問

平塚市消費生活センター
平塚市八重咲町３番３号
JAビルかながわ２階
　☎（２１）７５３０
※無料の駐車場はありません。

かながわウィークエンド
　　　　　　消費生活相談
　☎０４５（３１４）５５８６
※電話相談のみとなります。

９時３０分～正午
１３時～１６時
（ただし、祝日は除きます。）

１０時～１６時
（ただし、年末年始及び施
設管理上実施できない日
を除きます。）

月
〜
金

土
日

　次のとおり桜の苗木を植樹するの

でボランティアを募集します。

　とき　　2　月下旬

　(日程は決まりしだい連絡）

　ところ　川尻公園周辺
　内容　桜の苗木約50本を植樹
　申込締切　　2　月15日(水)まで　

問・申　山口宅　☎(61)2860
　(大磯の未来を語る会)

植樹ボランティア募集

問 申

国勢調査に基づく人口

　毎月『広報おおいそ』で公表し

ている「町の人口と世帯」につい

て、先にお知らせした11月　1　日、

12月　1　日現在の数値を平成17年国

勢調査結果に基づき、次のとおり

修正します。

【11月1日現在】
　人口総数 32,602(男 15,877、

　女 16,725)、世帯 11,781

【12月1日現在】
　人口総数 32,660(男 15,910、

　女 16,750)、世帯 11,819

問　企画室　☎内線207

敬老祝品(商品券)は
お使いになりましたか？

　敬老祝品として　　9　月に配布した

大磯町商品券の有効期限は、　2　月

28日(火)です。

　期限を過ぎると使用できません

ので、期限内に忘れずに利用して

ください。

問　子育て介護課　☎内線315

問

問
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石黒　潤くん
平成15年1月12日生
肇さん、麻咲子さんの長男
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人口 32,696（＋36）　男 15,931（＋21）　女 16,765（＋15）
世帯 11,851（＋32）　（　）は前月比

町の人口と世帯
1月1日現在

動物好きな潤。特に猫が
大好きで、いつも湘南平
へ行き、猫と遊んでいま
す。

いしぐろ じゅん

14

※このコーナーに登場して

くれるお子さんを募集し

ています。

◎問い合わせ　

　企画室　☎内線207
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広報カメラマン 千葉さん

広報カメラマン 近藤さん

●初晴日に初詣
　（1月3日、六所神社）

●成人式（1月9日）　
　 364人が成人の仲間入り

広報カメラマン 近藤さん

●左義長（1月14日）　
悪天候の中、早朝から
セエトを作り、夜には
セエトの燃える火でダ
ンゴを焼いて無病息災
を願いました

広報カメラマン 
横山さん

●大磯一周駅伝大会（1月15日）　
　 参加25チームが一斉にスタート!!

　講　師　フジテレビニュースキャスター

　　　　　木幡　美子 さん

おおいそ女性トークイン

男女共同参画推進事業講演会

こ　ばた　　よし　こ

　と　き　2月19日(日)

　　　　　13：30開演(13：00開場)

　ところ　保健センター２階研修室

　定　員　120名(申込先着順)

　参加費　無料

　申込み　電話または窓口へ直接

　　　　　２月６日(月)から受付

　・　　地域協働課　☎内線266

※保育・手話通訳　希望者は申し込み時に

　その旨お伝えください。

【講演者プロフィール】

上智大学外国語学部英語学科を

卒業後、㈱フジテレビジョンに

入社。現在は「ＢＳニュース」や

「皇室ご一家」のナレーションを

担当する傍ら、経済産業省・産

業構造審議会基本政策部会委員

として多方面で活躍される。

「ワーク・ライフ バランス」
～女と男の生き方・働き方～

問 申

今
月
の
短
歌

今
月
の
短
歌

※平成17年 国勢調査結果に基づき公表しています。


